
進
。共
に
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●民生委員制度の100周年記念碑

民生委員制度の創設100周年を記念し、県民生委員児童
委員協議会によって今年3月、県立総合福祉センターの中庭
に「100」の文字がかたどられた記念碑が建てられました。
民生委員・児童委員が歩んだ歴史をしっかりと刻むとともに、
新たな時代を切り拓くためのシンボルとなることでしょう。

民生委員制度100周年を記念して
　
「
行
政
への
つ
な

ぎ
役
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、必
要
に

応
じ
て
あ
ら
ゆ
る

関
係
団
体
や
事

業
者
を
紹
介
で

き
る
よ
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
」

　

平
成
28
年
度
か

ら
は
、県
民
生
委

員
児
童
委
員
協

議
会
の
会
長
に

就
任
。民
生
委
員

制
度
創
設
１
０
０
周
年
を

祝
う
全
国
大
会
に
も
参
加

し
、全
国
の
仲
間
た
ち
と
次

代
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
「
た
と
え
ば
Ｉ
Ｔ
社
会
の

進
展
に
よ
っ
て
、家
族
や
子

ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
も

 

高
齢
者
の
見
守
り
や

 

安
否
確
認
を
実
施

　

勝
浦
町
で
米
穀
店
を
営

む
速
水
克
彦
さ
ん
が
、民
生

委
員・児
童
委
員
と
し
て
活

動
を
始
め
た
の
は
今
か
ら

約
25
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
配
達
な
ど
で
地
域
の

方
々
と
頻
繁
に
顔
を
合
わ

　

徳
島
に
全
国
で
初
め
て

「
子
ど
も
民
生
委
員
制

度
」が
創
設
さ
れ
た
の
は

１
９
４
６
年
の
こ
と
。戦
災

が
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に

も
影
を
落
と
す
な
か
、平
和

と
福
祉
の
心
を
根
付
か
せ

る
こ
と
を
目
的
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
県
内
に
広
が

り
、小
中
学
校
や
各
地
域
を

母
体
と
す
る
地
域
子
供
民

生
会
が
誕
生
。近
所
の
草
刈

り
や
清
掃
、通
学
時
の
障
が

い
児
への
付
き
添
い
な
ど
、子

ど
も
た
ち
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

 

顔
の
見
え
る

 

関
係
づ
く
り
を
実
践

　

健
や
か
に
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を

社
会
全
体
で
支
え
る
た
め

　四国の右下、旧海部町。そこに明現神社はあります。今回は、３つ
のポイントから、その魅力や見どころについて紹介しようと思います。
　一つ目は歴史です。神社には可

かがせおのみこと

々瀬男命という星の神様がまつ
られていて、少なくとも300年前には
あったそうです。また、神紋が一つ巴
で、全国的にも珍しいそうです。
　二つ目はヤッコソウです。秋から冬
に見られる白くて赤い小さな寄生植
物で、国や県の天然記念物に指定さ
れています。また、妙見山はヤッコソ
ウ自生の北限の地でもあります。
　三つ目は桜です。約700本の桜が
植えられていて、お花見スポットとし
ても有名です。特に夜桜がおすすめ
で、ぼんぼりの薄明かりと桜は、それはもう夢幻のようです。
　私は、春の桜のじゅうたんを歩くのも、夏の風に吹かれるのも、秋
の虫たちのコンサートを聴くのも、冬の白くて赤い小さな大名行列
探しも、どれもいいなと感じます。静かでありながら声がする。山が
笑っている。私は、そんなこの場所が大好きです。

あわっ子文化大使通信ふるさと発見！

●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
教育文化課  ☎088-621-3054  FAX088-621-3056

あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に
発信する「あわっ子文化大使」のリポートです。

●あわっ子文化大使リポーター  

海陽町立海陽中学校  三
みうら
浦 亜

あ り さ
莉紗

妙
みょ う け ん

見山
さ ん

の明
み ょ う げ ん

現神
じ ん じ ゃ

社

●レシピ提供／もうかるブランド推進課

なると金時の
甘露煮巾着

① なると金時の皮をむいて2cmの幅に輪切りにし、水に10分
程度さらす。

② 耐熱ボウルに入れ軽くラップをかけ、電子レンジ（500w）で
約8分加熱する。または約15分ゆでる。

③ ②を鍋に移し、熱いうちに［A］を加え、木べらで潰しながら弱
火で照りが出るように練り混ぜる。

④ 粗熱がとれたらラップに乗せ、絞るようにして巾着の形にする。
●なると金時 1本（約250g）〈4個分〉
［A］＝●砂糖 ３０g ●塩 小さじ1/2 ●牛乳70ml

作り方

材　料
（2人分）

ヤッコソウ

明現神社

●子どもたちが気持ちを込めて作ったうちわは、
　地元の高齢者にも好評です。 ●お店を訪れる住民との日常会話も大切な情報源になります。

●定期的に開かれる研集会でも意見を交換しています。

徳
島
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長  

速は
や
み水
克か

つ
ひ
こ彦

さ
ん（
勝
浦
町
）

徳
島
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

児
童
委
員
活
動
推
進
部
会

部
会
長  

山や
ま
し
た下
洋よ

う
こ子

さ
ん（
美
馬
市
）

石
井
町
藍
畑
小
学
校

子
ど
も
民
生
委
員

住
民
が
抱
え
る
課
題
や
悩
み
に

寄
り
添
う
良
き
隣
人
と
し
て
。

徳
島
発
祥
の
活
動
を

今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
。

子
育
て
世
代
の
笑
顔
を

豊
か
な
未
来
に
つ
な
げ
た
い
か
ら
。

地
域
を
思
う
気
持
ち
が

活
動
の
原
動
力
で
す
。

地
域
住
民
を
幅
広
く
見
守
る「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」と
、主
に
子
ど
も
の
福
祉
を

担
う「
主
任
児
童
委
員
」の
役
割
や
活
動
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
の
速
水
さ
ん
と
主
任
児
童
委
員
の
山
下
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
主
役
の「
子
ど
も
民
生
委
員
」の
活
動
も
紹
介
し
ま
す
。

おでかけだより ●くすりと健康フェア
10月17日～23日は「薬と
健康の週間」です。
白衣を着て薬剤師体験がで
きる「子ども薬局」（小学生
以上対象、10月17日までに
要事前申込）や、薬草・生薬
の見本展示、薬に関する講座、薬のなんでも相談
窓口など、薬のことをたっぷり学べます。
【とき】10月27日 10：00～16：00
【ところ】徳島大学薬学部
【問】薬務課（イベント全般について） 
☎088-621-2231 FAX088-621-2842
県薬剤師会（子ども薬局の申込について）
☎088-655-0025 FAX088-625-5763

●とくしま木づかいフェア2018
「DIY」をテーマに、タイルを使った鍋敷きやはしご型
シェルフを手作りできます（要事前申込、有料）。
木のおもちゃや木製の小物などのフリーマーケット、
親子木工教室、木育コーナー、住まいの相談コー
ナーなど、家族みんなで楽しめます。
【とき】10月20日、21日 【ところ】あすたむらんど徳島
【問】とくしま木づかい県民会議 ☎088-662-2521 FAX088-662-2224

●ほう楽★ガールズConcertⅡ
昨年、県内の若手邦楽演奏者
で結成された「ほう楽★ガール
ズ徳島」のセカンドコンサート。
第2期メンバーも加わって、より
楽しいステージに ！ シンガーソ
ングライター福富弥生さんとの
コラボ曲も必聴です。
【とき】10月28日14:00～16：00
【ところ】あわぎんホール 【問】県民文化課
☎088-621-2249 FAX088-621-2814

●文化の森 大秋祭り！！
博物館で化石クリーニングの
実演や、近代美術館で日本画
の絵の具を使ったワークショッ
プなど、全6館でイベントが盛
りだくさんです。すだちくん森の
シアターでは、あわ文化の４大
モチーフ「阿波藍」「阿波人形
浄瑠璃」「阿波おどり」「第九」を取り入れた創作
ミュージカル「藍より出ずる」を上演します。
【とき】11月3日 【問】県立二十一世紀館 
☎088-668-1111 FAX088-668-7196●秋の阿波おどり〜阿波おどり大絵巻〜

徳島の秋を彩るお祭りイベント「秋の阿波おど
り」。有名連選抜による圧巻の「阿波おどり大絵
巻」のほか、初日の夜には秋ならではのステージ
が楽しめる「秋の阿波おどりナイト」、県外連による
「全国阿波おどりコンテスト」など、阿波おどりづく
しの3日間！ 
徳島ラーメンなどのご当地グルメや、大谷焼・藍染
め・和紙細工などの体験コーナーもあります。
【とき】11月2日～4日
【ところ】アスティとくしま
【問】観光政策課
☎088-621-2338 FAX088-621-2851

10/28（日）	14：00～ 横浜FC

11/11（日）	14：00～ アルビレックス新潟

鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
※都合により試合日程が変更となる場合があります。

詳しくは

2018シーズンの四国アイランドリーグplus
公式戦は全て終了しました。
ご声援ありがとうございました！

 徳島県民生委員児童委員協議会 ☎088-654-4461 FAX088-654-9250
 徳島県保健福祉政策課　　　　 ☎088-621-2938 FAX088-621-2839
この記事をより詳しくご覧になりたい方は、左のＱＲコードからアクセスしてください。

お問い合わせ先

め、事業継続や早期復旧を可能にするBCP。
事業所における計画づくりと、計画に基づく訓練
を実施しましょう。 

●「ハロウィンジャンボ宝くじ」
　10月23日まで発売中！
1等・前後賞合わせて5億円 ！ 宝くじは、ぜひ、県
内の売場でお買い求めください。
【問】県財政課 ☎621-2050 FAX621-2827 

●とくしま防災フェスタ2018 
【とき】10月21日10:00～15:00
【ところ】県立防災センター・フジグラン北島
【内容】子ども向け防災ゲーム・工作コーナー、
地震・消火などの防災体験、消防防災ヘリの降
下訓練・一般公開、特殊車両等展示、炊き出し
訓練、防災用品や防災活動パネルの展示、「タ
スカルアイデアコンテスト表彰」表彰式、消防士
コスプレ写真撮影、地震体験車コーナーなど
【問】県防災人材育成センター
☎683-2100 FAX683-2002 

※市外局番（088）を省略しています。　

【問】県産業人材育成センター
☎621-2351 FAX621-2852

●県営住宅入居者 
【募集予定戸数】56戸
【申込】11月6・7日10：00～16：00に県庁11階
講堂へ
【問】県住宅供給公社
☎666-3125 FAX666-3126

●障がい者職業訓練生 
【訓練科】小売業務実務科
【訓練期間】11月7日～12月25日
【ところ】デイリーマート脇町店
【申込期限】10月15日
【問】県産業人材育成センター
☎621-2353 FAX621-2852 

●毎月１点検運動 
県では、防災意識の向上と防災力強化を目的と
した毎月1点検運動を実施しています。10月の
テーマは「BCP（事業継続計画）」です。
大規模災害が発生しても被害を最小限にとど

【ところ】県立障がい者交流プラザ
【申込期限・定員】10月17日・20人（先着順）
【受講料】2000円（テキスト代等）
【問】聴覚･ろう重複障害者生活支援センター
☎635-5093 FAX635-5096

●オレンジリボンたすきリレーinとくしま
　参加ランナー＆スタッフ 
【とき・ところ】11月11日8:45～・アスティとくしま
～鳴門・大塚スポーツパークまでの6区間
【内容】子ども虐待防止の象徴であるオレンジリ
ボンをたすきに仕立て、駅伝方式で走ります。
【申込期限】10月19日
【問】県こども未来応援室
☎621-2715 FAX621-2843

●県立テクノスクール訓練生（第二期） 
【訓練科】（中央校）理容、金属技術、木工技術、
機械技術、電気環境システム（南部校）塗装技
術、自動車整備（西部校）電気工事、住宅建築、
ボデーリペアの各科
【申込期限】10月26日　　　
【選考日時】11月14日　　　

●①県立学校実習助手選考審査
　②県立特別支援学校寄宿舎指導員
　　選考審査 
【とき】12月15・16日
【ところ】県立総合教育センター
【採用人数】①普通、農業各1名程度
②1名程度
【申込期間】11月1～16日
【問】県教育委員会教職員課
☎621-3133 FAX621-2881 

●砂利採取業務主任者試験 
【とき・ところ】11月9日10:00～・県庁
【願書受付期間】10月15～26日
【問】県河川整備課 ☎621-2627 FAX621-2870 

●盲ろう者向け通訳･介助員養成講座 
【とき】10月27日～3月9日の土曜日（全10回）

県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

県庁だより

募集しています

資格・試験

おしらせ

講座・講習

催  し

せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、何

か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
活

動
を
始
め
ま
し
た
」

　

現
在
、町
内
で
活
動
す
る

民
生
委
員・児
童
委
員
は
総

勢
26
人（
そ
の
内
２
人
が
主

任
児
童
委
員
）。自
治
会
の

あ
る
地
区
ご
と
に
担
当
を

受
け
持
ち
な
が
ら
、高
齢
者

の
見
守
り
や
安
否
確
認
な

ど
を
行
って
い
ま
す
。

　
「
わ
が
ま
ち
は
県
内
で
も

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

て
、要
配
慮
者
や
虚
弱
状
態

の
方
の
割
合
も
増
え
て
い
ま

す
。ま
た
、喫
煙
率
や
糖
尿

な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
島
中
央
公
園
に
は
、県
内

17
万
人
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
募
金
に
よ
り
建
て
ら
れ

た「
子
供
平
和
記
念
塔
」が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
精
神
は
、現
在
、石

井
町
の
藍
畑
小
学
校
の「
子

ど
も
民
生
委
員
活
動
」へ

と
受
け
継
が
れ
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
在
宅
高
齢
者
へ
の

訪
問
な
ど
、心
温
ま
る
交

流
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
で
も
、子
ど
も
民
生

委
員
活
動
を
積
極
的
に
推

「
主
任
児
童
委
員
」が
制

度
化
さ
れ
た
の
が
平
成
６

年
の
こ
と
で
し
た
。今
で
は

全
国
で
約
２
万
人
以
上
が

活
動
し
、各
地
区
担
当
の
民

生
委
員・児
童
委
員
と
連
携

し
な
が
ら
子
育
て
支
援
や

児
童
の
健
全
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

美
馬
市
脇
町
の
山
下
洋

子
さ
ん
は
、県
内
初
の
主
任

児
童
委
員
と
な
っ
て
25
年
の

経
歴
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
。何

病
死
亡
率
も
高
く
、住
民
の

健
康
面
に
も
常
に
気
を
配
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。そ
う

い
っ
た
状
況
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
な
が
ら
、見
守
り
や

助
言
を
行
う
こ
と
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
速

水
さ
ん
。住
民
の
健
康
状
態

に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、体

力
づ
く
り
や
健
康
診
断
へ

の
助
言
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

 
住
民
一
人
ひ
と
り
の

 
良
き
相
談
相
手
と
し
て

　
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、と
に
か
く
何
で
も
気
軽

の
前
例
も
な
か
っ
た
活
動
当

初
は
、ま
さ
に
手
探
り
状
態

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
。

　
「
保
護
者
の
方
か
ら
悩
み

事
を
相
談
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、と
に
か
く
顔
を
覚

え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。

当
初
か
ら
登
下
校
の
声
か

け
や
学
校
行
事
へ
の
参
加

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
」

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
開

に
相
談
し
て
ほ
し
い
」と
速

水
さ
ん
。最
近
で
は
、台
風

の
影
響
で
屋
根
が
壊
れ
た

住
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

雨
漏
り
の
応
急
処
置
や
、リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
を
紹
介
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

催
す
る〝
子
育
て
サ
ロ
ン
〟や

〝
認
定
こ
ど
も
園
〟の
行
事

に
も
参
加
す
る
な
ど
、地
域

と
の
接
点
を
増
や
す
た
め
の

活
動
を
継
続
。そ
の
結
果
、

保
護
者
だ
け
で
な
く
保
育

園
や
小
学
校
か
ら
も
、い
ろ

ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

安
心
し
て
頼
れ
る

 

子
育
て
応
援
団
に

　

不
登
校
や
発
達
障
が
い

な
ど
、保
護
者
が
抱
え
る
悩

み
も
さ
ま
ざ
ま
。山
下
さ
ん

が
相
談
を
受
け
る
と
き
、い

つ
も
大
切
に
し
て
い
る
の
が

〝
一
人
の
人
間
と
し
て
寄
り

添
う
気
持
ち
〟で
す
。

　
「
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
主

任
児
童
委
員
と
し
て
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
地
域
の
子

育
て
応
援
団
と
い
う
気
持

ち
で
親
身
に
な
っ
て
接
し
て

い
ま
す
。悩
み
を
打
ち
明
け

た
り
、問
題
を
解
決
し
た
り

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。新

た
な
課
題
と
向
き
合
い
な

が
ら
、私
た
ち
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
って
い
け
れ
ば
」

　

社
会
奉
仕
の
精
神
で
地

元
の
暮
ら
し
を
支
え
る
民

生
委
員・児
童
委
員
。そ
の

活
動
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域

の
人
々
を
笑
顔
と
安
心
で

包
ん
で
く
れ
る
は
ず
で
す
。

す
る
こ
と
で
一
人
で
も
多
く

の
方
を
笑
顔
に
で
き
れ
ば
」

　

今
で
は
、就
学
前
の
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、支
援
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
、声
か
け
し
て
く
れ

る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
、と

山
下
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
ま
す
。

　
「
乳
幼
児
の
時
、私
に
抱
っ

こ
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
っ
て
言
っ
て
く

れ
た
り
。子
ど
も
の
頃
か
ら

少
し
ず
つ
築
き
上
げ

た
信
頼
関
係
を
、今

後
の
地
域
づ
く
り
へ

と
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
」

　

子
育
て
世
代
の
良

き
相
談
相
手
と
し

て
、各
市
町
村
で
活

躍
す
る
主
任
児
童
委

員
。子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
、

こ
れ
か
ら
も
見
守
り

続
け
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員

●
子
ど
も
民
生
委
員

●
主
任
児
童
委
員

●地元の認定こども園で開催される「お誕生日会」にも参加。

●ひとり暮らしの高齢者を訪問し、手作りのうちわを配る藍畑小学校の皆さん。

詳しくは 


